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( 科目コード：8101020005MM)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】卒業研究
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・8 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

高橋 秀夫

【授業目標・教育方針】
与えられた課題に対して 1 年間にわたって研究を行うことで、機械工学に対してより深い理解を得るとともに、解決
すべき課題に対して自発的に取り組む問題解決能力を養う。

【授業概要】
数名ずつそれぞれの研究室に所属し、研究室で専門とする分野の課題に対して 1 年間にわたって研究を行う。研究の
途中経過は秋に行われる中間発表会で発表し、1 年間の成果は学年末の卒業研究発表会で発表する。

研究内容は実験的なもの、理論解析、コンピュータシミュレーション等多様であり、また、研究方法もテーマによっ
てかなり異なるが、いずれの場合にも、研究を通して専門分野の理解を深めることや、自主的な問題解決能力を養う
ことが最大の目的である。研究とはすでに明らかになっている事柄を学ぶのではなく、未知の分野に挑戦し、問題を
解決していくことである。そのためには、それぞれの分野に関してより深く理解する努力が必要であるが、さらに、
問題の解決に向けて積極的に取り組む行動力が何よりも大切である。卒業研究は、時間割に示された時間のみに行う
ものでなく、場合によっては深夜まで行われることもある。

高専における学修の仕上げとして、積極的な姿勢で研究に臨み、技術者としての感性を修得してもらいたい。
平成１９年度の各研究室の卒業研究テーマを以下に示す。

材料力学研究室（安田）
・引力を持つ粒子の平面上の凝集構造
・クラスタ構造に及ぼす付着面形状の影響
材料力学研究室（黒瀬）
・3D － CAD/CAM の金型加工における条件設定とその効果
・プレス成形用アタッチメントの弾性変形解析
・CAD/CAM/CAE を利用した金型のリブ配置による弾性床盤のたわみ解析
加工技術研究室（下田）
・大型ステンレス容器の電解研磨法による精密加工法の研究
・電解複合研磨法による精密加工の特性解析
・小径内面の電解複合研磨法による精密加工法の研究
加工技術研究室（櫻井）
・中ぐり加工における振動低減のための研究
・中ぐり加工における切りくず除去法の検討
・マシニングセンタにおける冷風セミドライ加工
・ロボットハンド作業を想定したバリ取り技術の研究
燃焼工学研究室（石澤）
・赤外線レーザー吸収法による壁面付近の燃料濃度の測定
・消炎に及ぼす浮力の影響（メタン－空気予混合火炎の場合）
熱工学研究室（高橋）
・ディーゼル噴霧の壁面衝突が混合気形成に及ぼす影響
・アトキンソンサイクルによる火花点火機関の低負荷時熱効率の改善
・非定常噴流の生成機構に関する研究
流体工学研究室（岡田）
・展示用小型水撃ポンプの試作
・水撃圧力の一緩和法
・水撃ポンプの性能実験
工業材料研究室（金子）
・微粒子輸送型スパッタ装置の高速化
・円筒陰極型スパッタ装置によるＣｕＩ膜の作成
・スパッタ法における基板振動効果 －炭素繊維を振動させた場合－
・スパッタ半導体膜用ゼーベック係数測定装置の試作
メカニズム研究室（重松）
・マスタ・スレーブシステムの研究（１自由度の簡易型制御部の試作）
・マスタ・スレーブシステムの研究（１自由度の機構部の試作）
制御工学研究室（小川）
・梯子昇降装置の運動解析
・平歯車の振動挙動に関する実験的研究
・平歯車の振動挙動の理論解析
機械力学研究室（樫本）
・ねじ締付け 3 号試験機本体の改良
・ねじ締付け試験用ソフトの改良
・振動ジャイロを用いたねじ締付け回転角度の測定
身体動作学研究室（高橋（健））
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・野球打撃動作におけるスウィングスピードと下肢運動の関係

【教科書・教材・参考書 等】
各研究内容による

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
各研究室による

【成績評価方法】
［前期］内容理解度２０％、研究態度２０％、報告書３０％
研究発表３０％
［後期］内容理解度２０％、研究態度２０％、報告書３０％
研究発表３０％

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力

【授業計画】（授業名：卒業研究）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1-120 研究室の教官により指示された
教材による

教官の指示による
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